
様式第３号 会 議 録

会 議 名

（審議会等名）
令和４年度第１回川西市障害者施策推進協議会

事 務 局

（担 当 課）
福祉部障害福祉課 内線（２６５６）

開催日時 令和４年９月８日（木）午後２時００分～午後４時００分

開催場所 川西市役所地下１階 Ｂ０３会議室

出

席

者

委 員

（敬称略）

安田会長、喜多川副会長、秋山委員、森寺委員、名塚委員、

北野委員、渡邊委員、田委員、今村委員、今谷委員

その他

（欠席委員）

津田委員、福島委員、篠木委員、中西委員、蒲原委員、

中谷委員、喜谷委員、西垣委員

事務局
山本福祉部長、髙塚福祉部副部長、斎藤障害福祉課長、

尾屋課長補佐

傍聴の可否 可・不可・一部不可 傍聴者数 ０人

傍聴不可・一部

不可の場合は、

その理由

会 議 次 第

１．開会

２．報告・協議事項

（１）川西市障がい者プラン２０２３（中間見直し）の進捗状況

について

（２）各専門部会の動きについて

３．その他

・第８次川西市障がい者計画（第７期障がい福祉計画・第２期障

がい児福祉計画）の策定について

４．閉会

会 議 結 果 別紙のとおり
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会長

事務局

会長

事務局

会長

委員

事務局

委員

事務局

委員

委員

時間になりましたので、令和４年度第１回川西市障害者施策推進協議会を開

会いたします。委員の出欠状況と異動を事務局から報告お願いします。

本日出席の委員は１０名です。新たに就任いただいたのは、むぎのめ家族会

代表の名塚様です。

本日は半数以上の委員が出席していますので、川西市障害者施策推進協議会

規則第６条第２項に基づき、本日の協議会は有効に成立しています。なお、会

議録を作成するための本会議の録音と、会議録の承認を会長に一任いただくこ

と、あわせてご了承お願いいたします。

それでは、本日の「報告・協議事項」に移ります。

（１）「川西市障がい者プラン２０２３（中間見直し）の進捗状況について」

です。事務局から説明をお願いします。

（資料１、資料１－１～１－５に基づき説明）

説明は終わりました。ご意見、ご質問などありましたらお願いします。

「医療的ケア児の受入に向けた体制整備」の項目で、受け入れ体制の整備を

行ったが、利用希望がなかったとありますが、２点質問です。

(1)どんな整備をされたのか(2)希望がなかった理由は、周知ができていなか

ったからなのか、周知はできていたが整備が不十分だったからなのか、教えて

いただきたい。

ガイドラインを策定して、学校や保育所での受け入れ体制はできたが、実際

には希望する人がいなかったということだそうです。周知のための発信は引き

続き行っていくという方針です。

看護師はこれから配置されるのですが、それともすでに配置されているので

しょうか。

すでに配置されているということで聞いております。

いきなり看護師を配置しても対応が難しい部分がでてくるので、医療的ケア

児がたくさんいる川西養護学校で研修を行ったうえで、現在、牧の台みどりこ

ども園に配置されています。

ただし、病院であれば医師の指示で動けるが、医師がいない場合は指示書に

書かれていることしかできない。それだと困るので、医療機関と連携するとい

う部分がこれからということです。

来年度は別のこども園で希望者がいて、そこに看護師を配置する予定という

状況になっているようです。

これから障がい者が自立していくうえで、親なき後も含めて、「地域におけ

る交流と支え合いの推進」は重要な視点だと思っています。

地域住民等への啓発活動がＤ判定（ほとんどできていない）となっていて、

今後の取り組み方針として、情報収集などのために地域で開催される活動に職
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員が参加するとなっています。地域コミュニティにも言えることですが、地域

でのイベントに障がい者が参加するという前提にはなっていなくて、むしろ参

加しづらい状況があると感じています。

障がいを持つ人へのアンケート調査では、「地域活動に望むことは」という

問いに、一番多いのは特にないという回答でしたが、二番目に障がい者が参加

しやすい地域活動を増やしてほしいという回答があがっていました。ここは地

域としても汲みとって、障がいを持つ人でも参加できることを前提に企画する

というふうに持っていかないと、なかなか前に進まないのではないかと思いま

す。

職員が地域コミュニティの活動に参加するというのは、イベントなどを行う

際に障がい者が参加できるよう、アドバイスや提案を行うという意味で記載し

ています。障がい者週間事業では、福祉委員や民生・児童委員も参加してもら

っていて、地域のイベントに生かしてもらえたらと考えています。

知識として知っていても、深く理解できているかは別で、実際にかかわりあ

って交流して、初めてお互いの気持ちが分かるというのがすごく重要だと思い

ます。交流することでおのずと理解が深まる、そこが、例えば避難行動要支援

者の計画など様々なところに波及していくはずなので、もっと積極的に取り入

れていただきたいと思います。

公共施設などのバリアフリー化もあまりできていないという評価がありま

す。出入り口のバリアフリーはもちろん大切ですが、公園に入って障害を持つ

人が、そこにある遊具で遊べるのかというと、おそらく難しい。例えばユニバ

ーサルデザインのものに切り替えて、誰もが遊具を使えるようにすれば、そこ

が交流の場になるのではないでしょうか。説明の標識も知的・発達障がいを持

つ人でも分かりやすいものにするなど工夫が必要だと思います。

障がい者（児）緊急時事前登録制度の検討が、「ほとんどできていない」にな

っていますが、例えば、本人と保護者の二人暮らしで福祉サービスを全く使っ

ていない人、こういった人が万が一の事態のときに漏れてしまう可能性があり

ます。また、受け入れる側に情報がなければ対応が難しくなることも考えられ

ます。ぜひ進めていただくようにお願いします。

他にないようでしたら、報告・協議事項の（２）「各専門部会の動きについ

て」です。事務局から説明をお願いします。

（資料２に基づき説明）

ご意見、ご質問などありませんでしょうか。

（意見、質問なし）

本日の報告・協議事項は以上で終わります。続きまして、その他「第８次川

西市障がい者計画（第７期障がい福祉計画・第２期障がい児福祉計画）の策定
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について」事務局、お願いします。

現行の障がい者プラン２０２３（中間見直し）は、令和５年度に最終年度を

迎えます。次期計画は、本市における障がい者の施策に関する基本的な計画を

含めて障害福祉サービス等及び障害児福祉通所支援等の提供体制の確保など

を定める計画を一体的に策定する予定です。

計画の策定は、２年間にわたって進める予定です。令和４年度はアンケート

を実施し、令和５年度はアンケート結果の分析を基に計画を策定します。

また、障がい福祉計画の上位計画である地域福祉計画、高齢者保健福祉計

画・鍵保険事業計画も同時期に策定する予定で、関連計画との整合を図りなが

ら進めます。なお、計画策定にあたっては、アンケートの分析や計画策定を外

部へ委託します。

アンケートは、１０月に原案を作成。１２月に内容を確定し、対象者へ送付

します。１２月末から１カ月間を回答期間とし、３月末までにアンケートの集

計・分析と報告書の作成を行います。本協議会では、１１月ごろアンケート原

案のご意見をいただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。

ただ今の説明で、ご質問などありませんでしょうか。

ご質問がないようでしたら、以上で、本日予定しておりました議事は、すべ

て終了しました。これをもちまして、令和４年度第１回川西市障害者施策推進

協議会を閉会いたします。


